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　「第１回トンボ観察会」（ＮＰＯ法人内子未来づくりネットワー
ク主催）が７月29日、平岡地区の上池で行われ、23人の
子どもたちが参加。水環境により生息する種類が違うト
ンボを通して、身近な自然を学びました。上池で生息す
るトンボは57種類で、その内14種類のトンボを観察す
ることができました。天神小３年の宮内美

み ゆ

結さんは「たく
さんのトンボを見つけられてよかった」と笑顔でした。

目指せ、トンボ博士
「トンボ観察会」を初めて開催

　全国で高い評価を受ける茨城県立大洗高等学校マーチ
ングバンド部「ブルーホークス」の演奏会が８月６日、
文化交流センタースバルで開かれました。
　１～３年生 89 人が、水戸黄門のテーマ曲など 21 曲を
披露。一糸乱れぬ隊列と演奏で、会場を沸かせました。
来場者は「これはすごい」「去年も見たけれど、また見
たい」と感動した様子で話していました。

美しい隊列と旋律が再びスバルに――
大洗高校マーチングバンド部の演奏会

トンボの特徴などを教える講師の松田久
ひ さ し

司さん（右）

内子町の子どもたちもピッチに登場

愛媛ＦＣマッチタウンゲーム

　サッカーＪ２の愛媛ＦＣとＦＣ町田ゼルビアの一戦が
８月20日、内子町マッチタウンデーとして、愛媛県総合運
動公園ニンジニアスタジアムで行われました。町内のスポー
ツ少年団が選手と共に入場し、中学生はボールボーイや担
架隊として活躍。両チームにはせせらぎから記念品が贈
られました。試合は後半に有田光

こう き

希選手のゴールで追い
つき、１対１の引き分けとなりました。

圧巻の演技に大きな拍手が送られた

大学生もずぶぬれになってレースに熱中

　川遊びを楽しむ「第２回ペットボトルいかだレース」（う
ちこグリーンツーリズム協会主催）が７月 30 日、からり
橋周辺の小田川で開かれ、参加した８組 30 人が約 160
本のペットボトルで作られた筏でゴールまでのタイムを
競いました。レースの途中で、スタッフが水鉄砲で筏の
行く手を阻むため、参加者は水浸しに――。悲鳴と歓声
を上げながらレースを楽しんでいました。

大人たちが大喜びの川遊び

「ペットボトルいかだレース」

　「内子町いじめ対策子ども会議」（内子町教育委員会主
催）が８月 22 日、内子自治センターで開かれました。
　内子町内の全小中学校の代表 36 人が集まり、各校の
取り組みなどを発表しました。続いて行われたグループ
協議では「学校の合い言葉を作るのはいい」「ハッピー
バースデイ放送をまねしたい」などの意見が出るなど、
いじめを防止するための対策をみんなで考えました。

町内の学校からいじめをなくすために――
各校の代表者が「いじめ対策子ども会議」

グループ協議で各自の意見を出し合う 試合前のピッチで選手たちと記念撮影

　「山の日」の８月11日に合わせて、小田深山渓谷などで自
然を感じる２つのイベントが行われました。
　「夏の小田深山ネイチャーランド2017」（同実行委員会主催、
髙本師

し づ お

津雄実行委員長）には、13 組 70 人の家族連れなど
が参加。「安

あ き

芸貞
さだぶち

渕探険ボート」や「目隠しトレイル」など、
自然の中で遊ぶアトラクションを楽しみました。１分間
でどれだけ高く石を積めるかを競う「ストーンタワー
ゲーム対決」では、終了間際に崩れてしまうチームもあ
り、絶叫と楽しそうな笑い声が響いていました。
　６～11日に開かれた「夏山ネイチャーランド」（ソルファ・
オダスキーゲレンデ主催）では、参加した27 人の子どもた
ちが、ツリーハウス遊びや自然観察会などで小田深山の
自然と夏を体感しました。内子町内から参加した小野植
理
り さ

紗さんは「テントの中で初めて寝た。みんなとカレー
を作ったのも楽しかった。また来年も参加したい」とキャ
ンプの思い出を話していました。

「山の日」には小田深山へ――
大自然の中で遊び、感じ、学ぼう！

1_天然ブナ林のトレッキング　2_野外でカレー作り　
3_自然素材で森のジオラマ作り　4_高く積み上げた石
にみんなが注目　5_ロープを頼りに進む「目隠しトレイル」
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